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潮見地区まちづくり方針（改定素案）に係る説明会・意見募集でお寄せ 

いただいた主なご意見と区の考え方 

番号 主な意見（要旨） 区の考え方 

全体について 

１ 

潮見地区内に点在する公共用地に

ついて、より有効に活用してほし

い。 

公共用地の活用については、用地

の役割等を踏まえつつ、地域課題

の解決や地区の魅力向上につな

がる活用の可能性について土地

所有者と協議を行いながら検討

していきます。 

２ 

枝川地区に新駅ができることを踏

まえ、潮見地区が持つ立地や環境

特性を活かした、将来に向けた方

向性やイメージはあるのか。 

両地区ともに水辺に囲まれた環

境であり、今後のまちづくりにお

いては、こうした地域資源を活か

しながら、地区の将来像や魅力が

住民に分かりやすく伝わるよう

整理していきます。 

安全・安心について 

３ 交番を設置してほしい。 

本方針は、本地区におけるまちづ

くりの方向性を示すことを目的

としています。具体的な取組や施

設整備等については、本方針との

整合を図りながら、まちづくりの

実現を目指す過程で、各関係主体

と相互に連携していきます。 

４ 

土地利用方針図の水辺活用ゾーン

において、災害拠点機能と商業・

業務・交流施設の機能導入は両立

できるのか。 

本ゾーンにおいては、建物と併せ

てオープンスペースを確保する

など、複合的な利用を想定してい

ます。本ゾーンが公共用地である

点を踏まえ、土地所有者との協議

を行いながら検討を進めていき

ます。 

水辺・みどりについて 

５ 

潮見通りの街路樹について、歩行

時の暑さ対策として街路樹による

日陰の確保を求めるほか、樹種の

選定を再検討し、緑の機能をより

街路樹による日陰の確保につい

ては、暑さ対策及び通行安全性を

踏まえ、剪定時期や剪定度合いを

調整しております。また、樹種の
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活かした道路空間としてほしい。 選定については、現時点で潮見通

りの路線全体とした樹種の変更

は計画しておりませんが、必要と

なった際には、本方針や地域の特

性、周辺環境、住民の皆様のご意

見を踏まえ、適切な樹種を選定し

ます。 

交通ネットワークについて 

６ 

コミュニティバスの運行本数が少

なく、日常利用に不便を感じてい

る。また、令和８年４月から、潮

見と東陽町を結ぶ都営バス路線が

運行休止となり、公共交通の選択

肢がさらに減少する。地域全体の

交通利便性の向上を求めたい。 

区内の地域公共交通は、都営バス

を基軸とし、区民生活を支える重

要な基盤であると認識しており

ます。減便や休止は、区民生活へ

の影響を踏まえ、東京都に対し地

域の実情に応じた便数の確保の

要望を行っているところです。 

また、コミュニティバスしおかぜ

の増便等については課題が多い

ものの、今後、関係機関と連携し

ながら検討してまいります。 

７ 

潮見駅前周辺には信号のない交差

点やトラックの路上駐車が見受け

られる。施設整備だけでなく交通

規則の改善も検討してほしい。 

信号機の設置や交通規制の変更、

路上駐車対策については、警察が

所管する事項ですが、区としても

地域からの意見や現地状況を踏

まえながら、関係機関と連携し、

安全で円滑な交通環境の形成に

努めていきます。 

その他 

８ 

ＪＲ京葉線潮見駅の高架下で進め

られている開発工事について、ま

ちづくり方針の考え方や目指す方

向性と合致しているのか分かりに

くい。 

当該事業については、工事着手前

から事業者より相談を受けてお

り、区としても、まちづくり方針

に基づいた開発誘導を行ってき

ました。そのため、まちづくり方

針の考え方と合致したものと認

識しています。引き続き、地区全

体のまちづくりの方向性との整

合を図りながら、関係者との連携

や情報共有を行っていきます。 
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９ 
潮見駅について、改札の増設等に

よる利便性向上を求めます。 

改札の増設等の駅施設の整備に

ついては、鉄道事業者が実施主体

となりますが、区としても、周辺

のまちづくりの状況や住民意見

を踏まえ、必要に応じて事業者と

情報共有や意見交換を行ってい

きます。 

 

潮見地区まちづくり方針（改定素案）からの主な変更点 

 頁等 変更項目 変更概要 

記
載
内
容
の
充
実 

１６頁 
公共施設等の整備方針 

⑥その他 

「公共用地の活用の検討」に

ついて追記 

そ
の
他 

共通 
関係部署や意見募集の意見を基にした軽微な文言修正、

表現の統一 

 

 


